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1. 丸全昭和運輸について
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『 』会社概要：1931年創立、横浜発祥の国内外にネットワークを有する総合物流企業
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会社名 丸全昭和運輸株式会社（Maruzen Showa Unyu Co., Ltd.)

所在地 〒231-8419 横浜市中区南仲通 2-15

創立年月日 1931年8月17日

創業者 中村 全宏

代表取締役会長

代表取締役社長

浅井 俊之

岡田 廣次

資本金 101億2,791万円（2025年3月末現在）

証券コード・上場取引所 9068：東京証券取引所プライム市場

従業員数 連結3,660名（2025年3月末現在）

事業内容 物流事業、構内作業及び機械荷役事業、など

事業所数 189拠点（海外34拠点）（2025年3月末現在）

グループ会社（連結子会社） 23社（持分法適用関連会社1社）



『 』経営理念・社是・ブランドスローガン： 高品質な物流サービス提供の源
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熱意（高い志）X 努力（仕事力）＝ 物流を愛する気持ち

京浜工業地帯の誕生・発展と共に始まった
当社の業務（工場の構内作業や運搬を担当）

当社の使命は
「物流を通じて日本の産業を支える」こと

熱と努力 物流は、愛だ。

ブランド・スローガン

1．物流の分野に於て、お客様第一主義をモットーに、高品質なサービスの提供をします

2．経営基盤の安定と拡大を通じて、株主の期待に応え、広く社会に貢献します

3．社員の福祉向上と人材育成に努め、働き甲斐のある職場をつくります

4．事業運営に当たっては、企業の倫理、社会規範を遵守します

経営理念：高品質・社会貢献

社是



『 』沿革：京浜工業地帯の横浜地区と共に発展、創立90年を超えた老舗物流業者
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横浜港への

顧客誘致
創業 海外進出 物流機能の拡充 100周年へ

1931年創立
90年の長い歴史、
社名は
創業者の名前に由来

横浜港沿岸の
工場誘致で開設した
大手化学メーカーの
肥料工場の運搬が
発展のきっかけ

倉庫や物流センターを
中心に、物流アセットを
拡充

顧客の業務国際化と

連動し、海外にもいち早く
進出しております。

長期ビジョン
「テクノロジーと現場力で、
お客様の未来を創造する
ロジスティクスパートナー」
を目指し発展・成長



『 』国内ネットワーク

苫小牧倉庫

札幌流通センター

札幌倉庫

仙台物流センター

岩沼物流センター

常陸那珂港物流センター

常陸那珂倉庫

滋賀倉庫

坂出倉庫

浜野倉庫

岩間倉庫

鹿島倉庫

鹿島大豆センター

南海浜倉庫

鹿島東深芝倉庫

鹿島平井倉庫

鹿島タンクターミナル

笠間物流センター

福島営業所

本荘分室

桐生営業所

鹿沼倉庫

熊谷倉庫

杉戸流通センター

大利根センター

埼玉倉庫

加須倉庫

加須ケミカルセンター

東海倉庫

名和倉庫

名四西倉庫

小牧配送

小牧倉庫

名古屋営業所

セントレアセンター

四日市倉庫

衣浦倉庫

伊那倉庫営業所

諏訪営業所

諏訪南営業所

芝浦流通センター

ワールド流通センター

青海流通センター

大井流通センター

大井外貨上屋

東京倉庫

10号埠頭倉庫

千葉物流センター

船橋倉庫

市原倉庫

市原営業所

流山営業所

成田物流センター

本牧埠頭倉庫

本牧Ｂ８埠頭

山下埠頭

輸出梱包センター

輸出梱包センター第二倉庫

東名横浜物流センター

相模原物流センター

相模原倉庫

藤沢倉庫

平塚倉庫

茅ケ崎倉庫

東扇島倉庫

関東事業所

川崎埠頭

川崎営業所

横浜安善危険物倉庫

大黒埠頭倉庫

大黒定温倉庫

大黒Ｃ－２ターミナル

大黒Ｌ－２バース

本牧Ａ－３倉庫

岡山倉庫

水島倉庫

中畝倉庫

中畝第二倉庫

倉敷危険物倉庫

倉敷第二危険物倉庫

松江倉庫

広島倉庫

志和倉庫

小倉危険物倉庫

小倉倉庫営業所

大刀洗営業所

赤穂倉庫

竜野危険物倉庫

播磨危険物倉庫

豊中倉庫

京都営業所

久御山倉庫

大阪営業所

大阪倉庫

南港倉庫

汐見倉庫

泉北倉庫

大阪トライポート倉庫

堺倉庫

堺第二倉庫

7



『 』海外ネットワーク

• 小口混載貨物からコンテナ単位での輸送の他、大型プラント・工場設備等の重量物輸送、三国間輸送など

弊社海外現地法人や海外パートナーとの連携により、複合一貫輸送サービスを提供
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国際物流サービス

複合一貫輸送

港湾業務

海外プラント輸送

海外引越

国際航空輸送

三国間輸送

ＮＶＯＣＣ

フォワーディング

通関

船内/沿岸荷役

ミュンヘン事務所

欧州 1拠点

東アジア18拠点

東南アジア 11拠点

北米 2拠点

中南米 2拠点

丸全昭和（香港）

丸全昭和（広州）

徐州丸全

重慶丸全

丸全電産ロジステック（平湖）

丸全台昭（台湾）

丸全昭和タイランド

ユニタイ ベトナム

マルゼンサムデラ タイヘイヨー

ベトナム丸全電産ロジステック

マルゼン オブ アメリカ



２. 事業内容と強み
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『 』事業概要：顧客の現場（製造・流通）を支える総合物流事業を展開
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顧客の工場構内や流通現場で原料、製品、機械の移送、組み立て、充填、梱包や流通加工を実施

・物流事業 ：各種ツールによる輸送・保管作業全般 （売上構成比86.8％）

・構内作業及び機械荷役事業：工場や構内の物流最適化実現、クレーン作業（同11.5％）

・その他事業 ：工場移設、不動産業 （同1.7%）

貨物自動車運送事業、港湾運送事業、倉庫業、鉄道利用運送事業、物流附帯事業

物流事業

＊2025年3月期

構内作業及び機械荷役事業

顧客の工場構内や流通現場でノウハウ習得

顧客ごとにアレンジした物流サービスを提供



『 』事業概要：物流：専門サービスの集合体－「専門性の高さ」Ｘ「業務の多彩さ」
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3PLサービス • MARUZEN 3PL service 
• 物流効率化に向けた取り組み

グローバル物流
• 複合一貫輸送
• 海外プラント輸送
• 国際航空輸送

港湾サービス
• 輸出入関連サービス
• 通関
• 輸出梱包

トラック輸送

• 精密機器輸送
• 重量物輸送
• 化学品輸送
• 危険物輸送

鉄道輸送 • 鉄道輸送

保管・流通加工 • 保管・流通加工

構内作業 • 構内作業

機工
• 機工エンジニアリング
• クレーン作業
• メンテナンス

事務所移転 • 事務所移転

個人引越
• 国内引越
• 海外引越

• 物流業務：歴史と共に進化し、個人向けの引越サービスから法人向けの3PLサービスまで広範な業務を展開
顧客の物流業務をカスタマイズする専門性と多様性の双方が必要

業務範囲が広く

なおかつ個別ビジネスの提供に

「広範な専門知識と技術力」が必要

＊当社は沿革から

素材産業企業向け

機工関連業務、精密機器輸送

危険品輸送などに優位性あり

（最近は消費財・加工品・アグリ関連など

対象領域も拡充）

・個人向け⇔法人向け

・輸送

①国内⇔海外

②陸上⇔海上・空

・輸送手段

①トラック②船舶③航空④鉄道

・保管・管理 ①倉庫②港湾

・構内作業 ①工場②流通加工

・貨物の性質

①工業品⇔消費財

②危険物⇔安全品

業務範囲の切り口

物
流
業
務



『 』アセット型３PLを提供可能な総合物流企業
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• 自社アセット主義（自社で物流ビジネス関連のアセットを保有する）による陸・海・空の複合一貫輸送

• 90余年の業務ノウハウに裏付けられた高品質な物流サービスの提供

• 顧客層は、京浜地区における素材産業の優良企業にはじまり、各産業の有力企業

有形固定資産は増えるが、自社アセット主義＝顧客の安心感・信頼感（無形固定資産）を醸成

機動的・フレキシブルな対応が可能

物流に関する業務を一括して引き受けることで、顧客単価の維持向上・取引額の増加につなげている

自社アセット主義で、優良顧客との取引の中で物流ノウハウを磨き、それがまた新たな優良
顧客を呼び込むという好循環で発展

中規模ながらも顧客志向で専門性の高いサービスを提供
業界で独自の存在感を展開

＊アセット型３PL（自社で物流ビジネス関連のアセット保有して３PL）を行うメリット

トラック： 自社保有1,000台＋支配車両3,000台



『 』高品質な物流サービス：長年の密着した顧客対応で培った業務ノウハウ
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倉庫における「*プラスαオペレーション」

鹿島大豆センター （大豆の選別作業）

大手納豆メーカーの原料大豆の輸入通関、ドレージ、デバン、入出庫保管、選別作業、輸配送業務

様々な機器を使用し、原料大豆に混入している異物、色豆、割れ大豆の除去を行い、粒径を整える設備（アセット）を保有

2022年10月 笠間物流センター

（輸入大豆増加で新物流センター完成）

*顧客ニーズに応じて製造工程の一部を代行するなど業務をカスタマイズして、
標準化・継続化



『 』事業の特徴と強みのまとめ
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顧客の工場構内や流通現場でノウハウ習得

顧客ごとにカスタマイズされた物流アセット プラスアルファのオペレーション

自社保有により

①柔軟な対応

②顧客のニーズに最適化

を実現

単なる物流の提供にとどまらず、
顧客ニーズに応じて製造工程の

一部代行など業務をカスタマイズ

付加価値の高いサービスを提供

×



３. 第９次中期経営計画
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『 』第９次中期経営計画（2026年3月期~2028年3月期） ：位置づけ
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物流業のビジネスモデルに

影響を与える事象

・ドライバー不足

・多重下請け構造に対する規制

・倉庫建設費の上昇 など

政府による企業再編の促進

テクノロジーと現場力で、

お客様の未来を創造する

ロジスティクスパートナー

構造改革

～ロジスティクスパートナーとしての

飛躍に向けて～

売上の拡大

事業競争力の強化

企業基盤の変革

当社グループを

取り巻く環境
目指す姿

第９次中期経営計画
（2026年3月期～2028年3月期）



『 』

売 上 の 拡 大

第９次中期経営計画：重点施策① 売上拡大
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3PL事業 成長ターゲット 新規・既存荷主 グローバル物流

⚫ 荷主により異なる

海外物流ニーズの把握・提案

⚫ 海外現地法人と

海外パートナーとの連携

⚫ 各部門で見込んだ

新規および既存の荷主を

ターゲットとして売上拡大に

取組む

⚫ 東名大幹線輸送において、

危険物取扱いや品質などの

強みを活かして集荷に注力

当社のノウハウが

活用できる分野

差別化分野

危険物、農産物

産業機械、半導体材料、

蓄電池、電子部品、

サーキュラーエコノミー

個社対応の3PLサービス提供

3PLと共同物流を融合した提案

＋

荷主の業務に合わせた

カスタマイズを売り

「荷主業界」をターゲットとし、

より広い範囲の荷主獲得を

目指す



『 』第９次中期経営計画：重点施策② 事業競争力の強化
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１

• 「物流標準化」を目指し、当社3PL事業を個社対応から業界対

応へ進化させ、荷主業界ごとに標準化を提案

• 輸送・保管、流通加工等、実物流の内製化を推進

3PL事業の強化

① 3PL業務の標準化

② 3PL事業の内製化推進

２

ロジスティクス事業の基盤強化

① 自社車両の増加への取組み

② 国内物流拠点の拡充

３

• タイ、マレーシア等東南アジアを中心に物流拠点の新設

• 海外駐在員の育成と現地人材の登用

グローバル物流事業の拡大

① 海外物流拠点の拡充

• 安定的に輸送サービスを提供するための自社車両の増強

• 差別化領域（危険物・農産物関連等）の新設

構内作業/その他の事業の強化

① 作業遂行力の確保

② 機械化・省人化の推進

• 作業品質維持・向上のための人材確保へ向けた取組み

（グループ会社の人事制度の整備等）

• 顧客に対して作業の機械化・省人化の提案を推進４



『 』第９次中期経営計画：重点施策③ 企業基盤の変革（その１）
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１

• 高度経営課題に対応する専門組織の設置（拠点開発・Ｍ＆Ａ等）

• 効率的な事業運営を行うため、同一業務の集約を軸に

業務機構の見直し・再編

組織の改革

① 専門組織の設置

② 業務機構の再編

２
• 投資に関する提案が活発に生まれる環境を整備

設備投資の促進

① 起案部門および関係者に

対するインセンティブの検討

３

• 商圏の拡大や物流ネットワークの拡大・強化につながるM&A

• 物流サービスの相互補完、シナジーを目的にアライアンスの検討を実施

M&Aの実施およびアライアンスの強化

① M&Aの実行

② 同業他社とのアライアンスによ

る競争力強化

４

• 中途採用を活用した専門人材の確保

• 制度面でより魅力的な会社、働き続けたい会社となることを目指す

• どのようなキャリアが描けるのかを明確化し、

多様な人材がいきいきと働くことができる会社を目指す

• 海外研修制度、現業系人材への教育の充実や顧客の課題解決

に資するプロフェッショナル人材の育成

人的資本の活用と強化

① 継続的な人材の確保

② グループ会社の人事制度整備

③ キャリアパスの策定と

ダイバーシティの推進

④ 教育による能力向上と

プロフェッショナルの育成



『 』第９次中期経営計画：重点施策③ 企業基盤の変革（その２）
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５

• 情報活用型ビジネスの要となる次期基幹システムの本稼働

• 複数顧客の物流情報を利用した共同配送サービスの提供

• AIの活用等による現場作業・事務作業の省人化、生産性向上を推進

DX戦略の推進
① 次期基幹システムの構築と稼働

② 物流プラットフォームの構築

③ デジタイゼーションの推進

６

• 主要顧客への深耕営業やサービスレベル向上に寄与する体制整備

• 営業情報を可視化し、全社的な情報共有の実現

営業推進体制と機能の強化
① 全社営業推進体制の整備

② 営業支援ツールの整備

７

• 長期ビジョンに掲げる「株主、取引先、従業員、地域社会など

ステークホルダーの満足度を高める」ことを目指し、

ESGの各分野における取組みを推進

サステナビリティに関する取組み
① 気候変動への対応

② 働き甲斐のある職場づくり

③ リスクへの対応

④ ガバナンスの強化

⑤ 適切な情報開示と市場評価向上

への取組み



『 』第９次中期経営計画：数値目標
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⚫ 2028年3月期（最終年度） 売上高1,760億円、経常利益185億円

2025年3月期

実績
2026年3月期 2027年3月期 2028年3月期 実績との差異

売上高 1,445 1,530 1,620 1,760 +315

経常利益 157 165 175 185 +28

ROE 7.7% 9.0～10.0％ －

（単位：億円）

設備投資：400億円（DX投資を含む）

Ｍ＆Ａ枠：100億円

配当性向 ：長期安定配当の継続を基本方針

３年間の連結ベースで35％以上を目標

政策保有株式：積極的な縮減を図る

投資計画 資本政策



４. 決算状況
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『 』2026年3月期第１四半期決算の状況
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2026年3月期第１四半期決算は増収増益。

要因は、①利益率の高い業務（施設型産業）の取扱増

②のれんの償却の終了

③新規案件の獲得や幅広い顧客の取扱増

2025年3月期

第1四半期

2026年3月期

第1四半期
前年同期比（％）

売上高 ３５，１４３ ３５，８４７ ＋２．０

営業利益 ３，２７８ ３，６２０ ＋１０．４

経常利益 ３，６９４ ４，０７２ ＋１０．２

親会社株主に帰属する

四半期純利益
２，５７４ ２，８６８ ＋１１．４

（百万円）



『 』2025年３月期第１四半期：事業別の状況

• 物流事業は、貨物自動車運送事業、港湾運送事業、倉庫業、鉄道利用運送事業、物流附帯事業の５つのセグメントにさらにわか

れております。
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物流事業

貨物自動車運送事業

港湾運送事業

倉庫業

鉄道利用運送事業

物流附帯事業

構内作業および機械荷役事業

その他事業

増収

増収

減収

・増収：31,124百万円（＋ 1.8％）

・増益： 3,157百万円（＋11.1％）

・増収：4,130百万円（＋2.7％）

・増益： 337百万円（＋5.7％）

・増収： 591百万円（＋6.7％）

・増益： 125百万円（＋ 8.0％）

増収

減収



『 』決算状況の推移 売上高・経常利益
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2025年3月期は増収増益。経常利益は、2014年３月期から12期連続増益。2026年3月期は13期連続増益の予想。

65,732 69,953 68,604 71,237 76,500 

71,118 70,908 71,590 73,335 
76,500 

144,572

5,739 
6,808 6,524 

7,374 
8,400 

6,828 

6,973 7,747 

8,395 
8,100 

（百万円）

上段：下期

下段：上期

2026年

3月期（予）

2022年

3月期

2023年

3月期

2024年

3月期

2025年

3月期

2026年

3月期（予）

2022年

3月期

2023年

3月期

2024年

3月期
2025年

3月期

売上高（営業収益） 経常利益（百万円）

上段：下期

下段：上期
（＋5.8％）

153,000（予）

（＋4.6％）

16,500（予）
15,769



５. 資本政策・株主還元
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『 』株価の推移（当社株価とTOPIXの比較）
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• ２０１１年１月４日の数値を１００として指数化

（2011年1月～2025年8月）

2025年３月期

一株当たり純資産

6,661.31円
ＰＢＲ

（2025.8.29）

1.09

0

100

200

300

400

500

600

700

当社株価

ＴОＰＩＸ

2011.1.4

丸全昭和運輸終値 1,330円

2025.8.29

丸全昭和運輸終値 7,290円

※当社は、2018年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を行っております。

2018年10月1日以前の株価については、2011年1月4日に当該株式併合が行われたと仮定したものです。



『 』資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について

© Maruzen Showa Unyu Co.,Ltd 28

ROE（自己資本利益率） = 7.66%(2025年3月期）に対して、
PBR =  1.09倍（株価7,290円（2025年8月29日終値））
PBRは１倍を超えたものの、まだ上昇の余地はあると認識

従来の株式指標を意識した企業価値向上策＋株式市場での当社株認知度向上

・IR活動の更なる活発化による株式市場での当社株認知度の向上
（決算説明会・個人投資家向け説明会の配信方法の多様化、

HPを活用した継続的な情報発信など）

・ROEの改善
（利益率の向上、増配、政策保有株式の縮減等）

・ROEを意識した施策
課題

・株式市場での認知度が低いこと

施策



『 』

40 45 50 55 60 65 70 75 85 
100 

130 

170 

90 

90 
22.9% 22.0% 22.5% 22.3% 23.3%

21.7%

17.7%

22.5%
20.1%

22.7%

27.0%

34.6%

株主還元： 2026年3月期は中間配当を10円増配し、通期で180円を予定

• 基本方針：業績と配当性向、株主資本利益率などを総合的に勘案し、長期的に安定した配当を継続
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（円／１株当たり）

• 投資資金を確保しながらも、配当性向35%を視野に、株主還元を積極化する予定

配当金・配当性向の推移

2025年

3月期

2014年

3月期

180

2026年

3月期

• 2025年3月期まで 11 期連続増配



『 』免責情報
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東証プライム

9 0 6 8

⚫ 本資料は、弊社内容をご理解いただくための資料であり、投資勧誘を目的とするものではありません。

⚫ 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日、現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいてお

り、正確性を保証するものではありません。

⚫ 実際の業績等は、様々な不確定要素により異なる場合がございますことをご了承ください。

TEL

E-mail

045-671-5716

総務部法務・株式課

s-kabushiki@maruzenshowa.co.jp

当社ホームページ

https://www.maruzenshowa.co.jp/

当社ホームページ「ＩＲ情報」

https://www.maruzenshowa.co.jp/ir/

https://www.maruzenshowa.co.jp/ir/

